
私たちはエネルギーと環境の分野において、ニーズに合った創造的で付加価値
の高い製品づくりに挑戦して、顧客にも、社会にも貢献します。
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2019年6月、お蔭様で創業１５周年を迎えると共に、創業以来のSPD技術と色
素増感太陽電池製造を中心にした弊社の事業展開に変化が生じてきました。これま
での経験と実績に基づいて、(1)プロセス、材料、機器装置のすべてにおいて、ユ
ニークでナンバーワンを一段と目指す、(2) 経営改善に向けて、High Quality-
Best Priceの徹底、(3)若い研究者への協力と支援などに取り組もうとしています。
ベンチャー企業として培ってきた「アイディア豊かに、継続は力なり」の信念で、
益々存在感を高めて皆様のお役に立つ所存です。

“Customer-oriented”と”Tailor-made”をモットーに、弊社製品はすべて研究者
目線で開発されるのが特徴であり、機能の的確さと使い勝手の良さには自信があり
ます。主な製品は薄膜製造装置、次世代太陽電池(DSC/PSC)製造プロセス、太陽電
池性能評価システム、スーパーキャパシタ/バッテリー評価システムのグループに
大別されます。これまで製品の提案に当たり、顧客の要望に応えるよう、オープン
ラボを心がけて連携を図り、製品の種類を次第に増やしてきました。背景には国内
外の大学・研究所との橋渡しで産学境界領域に市場を見出そうとする姿勢がありま
す。
今後の太陽光発電の普及と発展には電力貯蔵デバイスとのシステム化が必須であ

り、弊社はこの面の研究開発にも薄膜技術を通じて注力します。

◆SPDとは

◆ＳＰＤのメリット
①装置が簡単、操作も容易
②大気中で製膜可能
③原料の選択幅が広い
④成分・組成の調整容易
⑤低温形成が可能
⑥製膜速度が高い
⑦大面積化容易及び複雑形状物
へのコーティング可能

四つの機能を内蔵
①電流電圧特性評価
②最大電力点追跡機能(MPPT)
③４象限電流電圧分析
④４探針法での抵抗(シート抵抗、抵抗率) 測定

従来の真空状態を利用した薄膜製造法では、設備費、運転費が共に高額になります。
しかし、ＳＰＤなら大気中で薄膜が製造できるので真空装置が不要になり、機械も小型化さ
れ、製造コストを大幅に削減できます。

薄膜製造装置（KM-300)卓上型薄膜製造装置（KV-25)

ＳＰＤ原理図

化学的製膜法のひとつで
ある Spray Pyrolysis 
Deposition の略称。
加熱基板上に噴霧された
液相から固相を析出し、
薄膜として堆積させる
方法

①加熱された基板に向
けて原料溶液を噴霧

②微少液滴中の溶媒の蒸発
③溶質の熱分解・化学反応
④基板表面に薄膜形成
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◆事業の状況と展開

1989年、省エネ、省資源、低コストの観点から将来性を感じてスプレー
熱分解法(Spray Pyrolysis Deposition) の研究に着手しました。この方法
に依れば簡単な装置と容易な操作で、大気中、原料の熱分解・化学反応に
因る物質変化を伴って薄膜を短時間に形成できます。当初の手作り装置か
ら、数年後には自動化した大型装置に進化させました。

2004年、SPD薄膜形成技術の発展と普及を目指してベンチャー企業をス
タートさせてSPD装置及び透明導電膜（FTO / IＴＯ）の製造販売、色素増
感太陽電池（DSC）/ペロブスカイト太陽電池（PSC)など次世代太陽電池
の開発研究、SPD技術に関する調査研究／受託研究を事業内容とする研究
開発型企業を目指しています。

◆今後の事業方針

◆企業理念

◆MPPT(最大電力点追跡)機能を備え
た太陽電池性能評価装置

MPPT(最大電力点追跡)機能とは ;
太陽電池で得られる最大電力は電圧走査による電流電圧特性で決定されます。 しかし、測定の条件
(走査方向、走査時間)により異なる値が観測される場合が多くあります(ヒステリシス特性)。

ＭＰＰＴは最大電力値を得る条件を直接追跡するため、短時間で効率的な測定が可能になります。

VK-PA-25

４探針プローブ
（VK-PA-t)(1) SPD薄膜形成装置、DSC及びPSC試作装置、FTO/ ＩＴＯ透明導電膜の製造販売

(2) 新規太陽電池性能評価システムの製造販売
(3) 次世代薄膜太陽電池に関する試作・調査研究の受託
(4) 薄膜電力貯蔵装置の開発
(5) 薄膜応用デバイスの試作とその評価装置の開発



◆助成事業
平成１６年度 関東経済産業局

「色素増感太陽電池モジュールの開発」
平成１７年度 関東経済産業局

「色素増感太陽電池モジュールの高性能化」
平成２０年度 ＮＥＤＯ

「太陽電池の透明化に関する可能性調査」
平成２１･２２年度 ＮＥＤＯ

「ＳＰＤ法による色素増感太陽電池の大面積化」
平成２５年度 ＩＣＥＴＴ

「雲母粉生成の熱源とする色素増感太陽電池を
用いる発電システム－インドモデル」

平成２６年度 ＩＣＥＴＴ
「色素増感太陽電池発電システム導入による
化石燃料消費抑制と環境改善 －インドモデル」

平成２９年度 ＮＥＤＯ
「色素増感太陽電池低コスト生産の可能性調査」
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特 許 4841574 色素増感太陽電池モジュールおよびその製造方法 ㈱SPD研究所 他

特 許 4945491 積層電極およびそれを用いた色素増感太陽電池 同上

特 許 5227194 積層電極 ㈱SPD研究所

特 許 5743591 薄膜の形成方法およびその形成装置ならびに
色素増感太陽電池の製法およびその製造装置 同上

特 許 5743599 注液装置および注液方法ならびにそれを用いた
色素増感太陽電池の製法 同上

特 許 5963902 色素増感太陽電池の製法およびその製造装置 同上
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